
「
バ

レ
ト

写
本

」

の
成

立
と

そ

の
周

辺

ー
ー
飾
り
模
様
を
手
が
か
り
と
し
て
l
i

川

口

敦

子

は

じ
め

に

ヴ

ァ
チ

カ

ン
図

書

館

所

蔵

写
本

"
。

σ。
°
冨

r

ム
い
P

通

称

「
バ

レ

ト

写

本

」
〔
=

は
、

一
五

九

〇

年

に

来

日

し
た

ポ

ル
ト

ガ

ル

人

イ

エ
ズ

ス
会

士

マ
ノ

エ
ル

・
バ

レ
ト

に

よ

っ
て
書

写

さ

れ

た
写

本

で

あ

る
。

三

八

四
葉

(
二
葉

に

丁

付

け

の
重

複

が

あ

る

の

で
、

丁

付

け

で

は
三

八

二

丁
V

の
本

文

、

五

葉

の
前

付

け

と

五
葉

の
後

付

け

の
、

合

計

三

九

四
葉

か
ら

成

る
大

部
な

も

の

で
あ

り
、

日
本

語

訳

さ
れ

た

福

音
書

や
聖

人

伝

な

ど

を
ポ

ル

ト
ガ

ル
語

式

の

ロ
―

マ
字

で
綴

っ
た

も

の
が
収

め

ら

れ

て

い

る
。

本

稿

で
は

、

バ

レ

ト
写

本

の
本

文
余

白

に
使

用

さ

れ

て

い

る
飾

り
模

様

を

手

が

か

り

に
、

バ

レ
ト

写
本

の
成

立

と

そ

の

周
辺

に

つ

い

て
考

察

す

る
。

バ

レ
ト

写

本

の
前

付

け

第

二
葉

表

に

は
、

バ

レ
ト

に

よ

る

ポ

ル

ト
ガ

ル
語

の
序

文
が

記
さ

れ

て

い
る

(括

弧

内

に
私

に

日
本

語

訳

を
示

す

)
。

〇
二
巴
ρ
⊆
o
「
で
巴

『
P

o
⊆

一
∋
冨
α

Ω
=
Φ

α
o
・・
ε

o
寧

〉
巷

需

一〇

。。
o

・・
⑦
≡

冨

ω
O

冨
∋
σ
「
〇

二
〇

9
甲
＼O
O
=
乙
コ
ユ
曽
「
9

二
〇
〇■も.
O

Qo
諏
O
『

O
O

ヨ

7
＼
a
ヨ
O

α
P

∩
o
∋
P
"
o

器

三

〇

色
①
こ

9

0
ω
o

℃
°.
ζ

磐

o
o
=

ゆ
9
誕
①
δ

㌔

＼
一
い
〇
一
゜

(
こ

の
文

書
集

を
使

う

ど

ん

な

神

父

も

修
道

士

も
、

修

道

会

の
最

も

小

さ

い
者

で
あ

り

全

て

の
人

々

の
僕

で

あ

る

マ
ノ

エ

ル

・
バ

レ
ト
神

父

の

こ
と

を

、
我

々
の
主

に
祈

っ
て

ほ

し

い
。

一い
2

)

こ

の
序

文

に
よ

っ
て
、

バ

レ
ト

写
本

が

成

立

し

た

年

は

一
五

九

一

年

で

あ

る

こ
と

が

わ

か

る
。

し

か
し

、

こ

の
写

本

が

成

立

し

た
場

所

は
、

は

っ
き

り

と

は
わ

か

っ
て

い
な

い
。

そ

の
推

定

の

一
助

と

す

る

た
め

に
、

バ

レ
ト

の
年

譜

を

以

下

に

記

す
。
三
}

一zi

 

写
本
成
立
の
頃



五

六

四

五

七

九

・

「

五

九

〇

・
七

五

九

一

五

九

二

・

一

ポ

ル
ト

ガ

ル

の
ポ

ー

ル

ト
教

区

フ

ェ
イ

ラ

で

生

ま

れ

る
。

イ

ン
ド

で
イ

エ
ズ

ス
会

に
入

会

。

巡
察

師

ア

レ

ソ
サ

ン
ド

ロ

・
ヴ

ァ
リ

ニ
ヤ
―

ノ

と
と

も

に

来

日
。

バ

レ
ト

写

本

成

立

こ

の
頃

、

天

草

の

コ
レ
ジ

ヨ
で

ラ

テ

ン
語

第

二
級

の
教

師

を

つ
と

め

る
。

※

一
五

九

四

年

に

も

天
草

の

コ
レ
ジ

ヨ

で
ラ

テ

ン
語
教

師

を

つ

と

め

て

い

た

と

い
う

記

録

が

あ

る
。

六

〇

〇

都

の
上

京

の

レ
ジ
デ

ン
シ

ヤ

に
赴

任
。

六

〇

三

・

}
○

こ

の

頃
、

長

崎

司

教

ル
イ

ス

・
セ

ル
ケ

イ
ラ

の
秘

書

及

び

総

代

理
を

つ
と

め

る
。

※

「
六

〇

七

年

に

も

長

崎

の

コ
レ
ジ

ヨ
で
司

教

の
随

伴
を

つ
と

め

て

い
た

と

い

う

記
録

が
あ

る
。

こ

の
期

間

に

『
太

平

記

抜

書

』

に

出

版

許

可

を
与

え
た

か
。

六

一
〇

長

崎

で

バ

レ

ト
編

『
フ

ロ

ス
ク

リ
』

が

出

版

さ

れ

る
。

六

=

二

・

一
〇

こ

の

頃

ま

で

に

、

マ

カ

ォ

に

渡

る

。

六

一
八

・
六

再

山米

日

。

六

二

〇

・
九

・
二

九

長

崎

で

没

(
五

六

歳

)
。

現

在

知

ら

れ

て

い
る

限

り

で

は
、

写
本

が

成

立

し

た

一
五

九

一

年

頃

の
バ

レ
ト

に

関

す

る
記

録

は

な

く

、
当

時

の
彼

の
動

向

に

つ

い
て

は
周

辺

の
記

録

か
ら

推

測

す

る

ほ

か
な

い
。

ヴ

ァ
リ

ニ
ャ
ー

ノ
が

バ

レ
ト

た

ち

を

伴

っ
て

再

来

日

し
た

の
は

―
五

九

〇

年
七

月

の

こ
と

で
あ

る
が

、

そ

の
頃

の
状

況

が
イ

エ
ズ

ス
会

士

ア

フ

ォ

ン

ソ

・
デ

・
ル
セ

ナ

の
回

想

録

に

記

さ

れ

て

い

る
。

当
時

、

ル

セ
ナ

た

ち
大

村

教

区

の
パ

ー

ド

レ
は
、

豊

臣

秀

吉

が

―
五

八

七
年

(
天

正

一
五

年
)

に
出

し

た

伴

天

連
追

放
令

に
よ

る
迫

害

を

避
け

る
た

め

、

肥
前

国

大

村

の
近

郊

の
坂

口
に
あ

っ
た

故

ド

ン

・
バ

ル
ト

ロ
メ
オ

(大

村

純

忠

)

の
未

亡

人

マ
グ

ダ

レ
ナ

の
屋

敷

に
移

り

住

ん

で

い
た
。

ヴ

ァ
リ

ニ
ャ
ー

ノ
は

マ
カ

オ

か
ら

連

れ

て
き

た
パ

ー

ド

レ
や

イ

ル

マ

ン
を

そ

の
坂

ロ

へ
派

遣

し

、

そ

こ

で

日
本

語

を
学

習

さ

せ

た

の

で
あ

る
。
こ

の
坂

口

の
屋

敷

は

「
語

学

コ
レ
ジ

ョ
」

と

呼

ば

れ

る
施

設

で
、

特

に
宣

教

師

の
日

本

語
学

習

の

た

め

に

設

け

ら

れ

た

も

の

で
あ

る

(
三
。

当

時

加

津

佐

に

あ

っ
た

コ
レ
ジ

ヨ
と

は

別

の
施

設

で
あ

る
。

そ

の
時

の

現
状

か
ら

考

え

、

ま

た
関

白

の
命

令

に
背

い
て

私

た

ち

の
家

に

い
る

こ
と

が

公
け

に
知

ら

れ

る

の
を

殿

(
引

用

者

注

・
大

村

喜

前

)

が
憂

慮

し

て

い

る

こ
と

か

ら

考

え

て
、

私

た

ち

が

そ

こ

に

い
る

の
は
安

全

で

は
な

か

っ
た

。

そ

れ

で

殿

や

重

臣

た
ち

は
、

当

時

そ

こ

に

い
た

私

た

ち

パ

ー

ド

レ

ニ

人

が

大
村

殿

の
旧

住

居

、
坂

ロ

へ
移

る
方

が

よ

い
、

と

考

え

た

し

そ

れ

は
道

理

に

も

儀

礼

に

も
叶

っ
て

い
た

。

そ

の
土

地

は
大

村
城

か
ら

お

よ

そ

半

レ
グ

ア
離

れ

て

い

て
、

故

ド

ン

・
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バ

ル
ト

ロ
メ

オ

の
未

亡

人

が

住

ん

で

い

た
。

そ
れ

で
私

た
ち

は
彼

女

の
屋

敷

の
近

く

の
彼

女

の
家

来

の
家

に
移

っ
て

、

そ

こ

に

一
年

近

く

住

ん

で

い
た

。

(
・:
中

略

…

)

実

際

に

は

こ

の
土

地

で
私

た

ち

は
非

常

に
窮

屈

で

不
便

な

生

活

を

し

、

場

所

や

家

が

狭

い

の
で

キ
リ

シ
タ

ン
が

思

い
ど

お

り

に
は

私

た

ち

と

話

し

に

来

る

こ
と

が

で
き

な

く

て
、

彼

ら

に
と

っ
て

も

都

合

が

悪

か

っ
た
。

そ

の
た

め

に

殿

や

そ

の
土

地

の
他

の
人

人

お

よ

び

ド

ン

・
バ

ル
ト

ロ
メ

オ

の
未

亡
人

は
、

彼

女

が
全

家

族

と

共

に
、

城

の
近

く

に

あ

っ
た
私

た
ち

の
大

村

の
旧
住

居

に

移

っ
て

そ

こ

に
住

み

、

そ

の
家

や
な

お
保

存

さ

れ

て

い

る
教

会

を

維
持

し
、

私

た

ち

が

夫

人

の
屋
敷

へ
移

る

の
が

よ

い
、

と
考

え
た

。

そ

の
屋

敷

は

大

き

く

て
沢

山

の
建

物

が
あ

り

、
暫

く

の
間

ド

ン

・
バ

ル
ト

ロ
メ

オ

が
住

ん

で

い
た

も

の

で
あ

る
。

こ
う

い
う

わ

け

で
総

て

こ
れ

が
実

行

さ

れ
、

私

た

ち

は

で

き

る
限

り
そ

の
屋

敷

に

落

ち

つ
い

て
、

直

ち

に

必

要

に
応

ず

る

広

さ

の
教

会

を

造

り

、

そ

こ
に
大

村

の

キ
リ

シ
タ

ン
が

で

き

る

か
ぎ

り

の
注

意

を
払

っ
て
来

た

。
(
…
中

略

…

)

そ

れ

か

ら

一
年

後
パ

―

ド

レ

・
ア

レ

ツ
サ

ン
ド

ロ

・
ヴ

ア
リ

ニ
ャ
ー

ノ

が

二
度

目

に

日
本

へ
来

て

マ
カ
ォ

か
ら

多

数

の
パ

ー

ド

レ
や

イ

ル

マ
ン
を

連

れ

て
来

た
時

に
、

彼

は
私

た

ち

の

住

ん

で
い

る

こ

の
坂

口

で
そ

の
人

々
に

日
本

語

を

学

ば

せ

る

こ
と

に
決

め
た

。

そ

れ

で

一
日

本

人

イ

ル

マ
ン
を

教

師

と

し

て
多

数

の
者

が

集

ま

り
、

学

習

は

そ

こ
に

い

る
間

中

き

わ

め

て

よ

く

行

な

わ

れ

た

。

(
ア

フ

オ

ン

ソ

・
デ

・
ル

セ

ナ

の

回

想

録

)
茜
〕

ト

即

シ

ュ
ッ
テ

氏

は
、

こ

の

ル
セ
ナ

の
記

録

を
根

拠

に
、

バ

レ

ト

写
本

が

で
き

あ

が

っ
た

の
は

坂

口
か

天

草

で
あ

っ
た

と
推

定

し

て

い

る
。

一
五

九

一
年

に

、

彼

が

こ

の

写

本

を

作

っ
た

時

は

、

ぱ

あ

で
れ

バ

レ

ト

は
、

上

記

の
略
伝

ど

お

り

、

日
木

に
来

て

ほ
ん

の
問

も
な

い
頃

に
す

ぎ

な

か

っ
た

。

一
五

九
〇

年

七

月

に
彼

が

長

崎

の
港

に

着

い
た
時

、
彼

は

ほ

か

の

「新

ら

し

い
」

宣

教

師

た

ち
と

い

っ
し

ょ

に
、

そ

こ

で

こ

の
国

の
壬
.日
葉

を

習

得

す

る
た

め

に
、

肥
前

国

大

村

近

く

の
坂

口

へ
送

ら

れ

た

こ

と

は

明

ら

か

で
あ

る
。

あ

る
日

本

人

い

る
ま

ん

が

彼
等

の
先

生

で
あ

っ
た
。

あ

る
復

讐

行
為

の
た

め

に
、

彼

等

が

勉

強

し

て

い
た

家

は
、

数

カ
月

後

に
火

災

の
犠
牲

に
な

っ
た

。

そ

こ

で
、

彼

等

は

暫

く

の

間

大

村

の
宝

性

寺

(
?
)

「
要
9
愚

へ

引

移

り

、

イ

エ
ズ

ス
会

が

そ

こ
に

一
つ
新

ら

し

い
建

物

を

建

て
た

後

で

、

一
五
九

一
年

の
復

活
祭

に
な

っ
て
や

っ
と

坂

ロ

へ
戻

る

こ
と
が

で
き

た

。

一
五

九

二

年
十

一
月

ま

で
は

、

バ

レ
ト

に

つ

い
て

こ
れ

以

上

何

も

記
録

が
な

い
。

彼

は

(
「
年

間

?
)

日

本

語

を
習

得

し

て
か

ら

、
教

師

と

し

て
天

草

へ
転

属

さ

せ
ら

れ

た
。

そ
れ

故

、

こ

の
写

本

は
多

分

大

村

(
坂

口

ま

た

は

宝

性
寺

)

或

は
天

草

で

で

き

あ
が

っ
た

も

の
と

思

わ

れ

る
。
.五
v
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福

島

邦

道

氏

も

ル
セ

ナ

の
記

述

を

根

拠

と

し

て
、

バ

レ
ト

が

写

本

を

筆

写

し

始

め

た

の
は
坂

口
で
あ

る
と

す

る
。

ま

た
、

氏

は
、

写
本

に
収

め
ら

れ

て

い

る
聖

ペ

テ

ロ
の
銅

版

画

に

二

い℃
O
」

と

印

刷

さ

れ

て

い

る

こ
と

を

根

拠

に
、

バ

レ

ト
は

来

日

間

も
な

い

一
五

九

〇

年

に
筆

写

作

業

に

取

り

か

か

っ
た

で
あ

ろ

う

と
推

測

し

て

い

る
。

バ

レ
ト

は

、

ポ

ル
ト

ガ

ル

の
ポ

ー

ル
ト

教

区

の

フ

ェ
イ

ラ
に

生

れ
、

イ

ン
ド

で
イ

ェ
ズ

ス
会

に

入

り
、

一
五

九

〇
年

、

巡

察

使

ヴ

ァ
リ

ニ
ャ
ー

ノ

が

少

年
遣

欧

使

節

と

と

も

に

再
度

来

朝

し
た

時

、

長

崎

に

来

た

の

で
あ

る
。

さ

れ

ば

、

こ
の

写
本

を
作

っ
た

の

は
、

日
本

に
来

て
、

ほ

ん

の
間

も

な

い
頃

で
あ

っ
た
。

そ

の
場

所

は
、

長

崎

県
大

村

近

く

の
坂

口

で
あ

っ
た

(
坂

口

は

、

現

在

大

村

市

内

に
あ

る

)
。

(
・-
中

略

…

)

と

こ

ろ

で
、

こ

の
写

本

集

は

、

は

じ

め

に

ふ

れ
た

よ

う

に

、

一

五

九

一
年

に
書

写

さ

れ

た

も

の
で

は
あ

る
が

、
そ

の
仕

事

は

、

一
五

九

〇
年

、

来

日
す

る
と

、

す

ぐ

に

始

め

ら
れ

た

も

の
と

思

わ

れ

る
。

そ

の
証

拠

に
、

写

本

「
サ

ン
ト

ス
の
御

作

業

」

の
す

ぐ
前

に
、

聖

ペ
ト

ル

ス

の
像

が

、

銅

版

画

で

示
さ

れ

、

そ

の

足

許

に
、
一
五

九

〇

年

と

記
さ

れ

て

い
る

か

ら

で
あ

る
。

こ

の
彪

大

な

写

本

は

二

年

が

か

り

で

作

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。
〔さ

確

か

に

、

日
本

語
学

習

の
た

め

に
坂

口
に

派
遣

さ

れ

た
と

い
う

パ

ア
デ

レ
や

イ

ル

マ
ン

の

一
人

に

バ

レ
ト

が

含

ま

れ

て

い
た

可
能

性

は

充

分

に
考

え

ら

れ

る

し

、

バ

レ

ト
が

そ

こ

で
バ

レ
ト

写

本

の

書

写

作

業

を
開

始

し

て

い
た

と

し

て
も

不

思

議

は

な

い
。
た

だ

し

、

バ

レ
ト

写

本
が

「成

立

」
し
た

の
が

坂

口
で
あ

っ
た

か

と

い

う
と

、

そ
れ

は
疑

問

で
あ

る
。

福

島

氏

が
指

摘

す

る

「
聖

ペ

ト

ル

ス
の
像

」

の
銅

版

画

と

は
、

―
六

三
丁

裏

の
挿

絵

の

こ
と

で
あ

る
。

右

手

に
書

物

を

、

左

手

に

鍵

を

持

つ
漁

師

姿

の

聖

ペ

テ

ロ
が

、

二
い
8

」

と

書

か

れ

た

小

さ

な
長

方

形

の
石

を

右

足

で
踏

ん

で

い
る

様

子

が
描

か

れ

て

い

る
。

こ
の
銅

版

画

は

写

本

に
直

接

印

刷

さ

れ

た

も

の

で

は
な

く

、

別

紙

に

印
刷

し
た

も

の
が

貼

り
付

け

ら

れ

て

い
る

の
で

あ

る
。

し

た
が

っ

て
、

絵

の
中

に
記

さ

れ

た

二
い
8

」

と

い
う
数

宇

は

銅
版

画

の

成

立

年

を

示
す

も

の

で
あ

り
、

こ

の
銅

版

画

を

収

め

る

バ

レ
ト

写

本

の
成

立

年
代

の
上

限

を

示
す

に
す

ぎ

な

い
。

バ

レ
ト

が

写

本

の

書

写

作

業

を

一
五

九

〇

年

に

始

め

た

と

い

う

証

拠

に

は

な

ら

な

い
。

も

し

そ

う

で
あ

っ
た

と

し

て

も
、

}
五
九

〇

年

当

時

の
バ

レ

ト

の
居

場

所

が

は

っ
き

り

し

な

い
以

上
、

そ

の
作

業

が

坂

口

で
行

わ

れ

た

と

は
断

定

で
き

な

い
の

で
あ

る
。

二

飾
り
模
様
と
写
本
成
立

バ

レ
ト

写

本

成

立

の
事

情

を

探

る

手

が

か

り

と
な

る

の
が

、

写

本
中

に
使

用

さ

れ

て

い

る
飾

り

模

様

で
あ

る
。

バ

レ
ト

写

本

の
本

文

に

は
、

九

種

類

の
小

さ

な

飾

り
模

様

が

、

24



単
独

で
、

あ

る

い
は

何

種

類

か

を

組

み
合

わ

せ

て
、
余

白

の
装

飾

と

し

て

用

い
ら

れ

て

い
る

。

こ
れ

ら

の
飾

り

模

様

は

写

本

に
直

接

印

刷

さ

れ

た
も

の

で

は
な

く

、

模

様

の
型

を

墨

に

付

け

て

ス
タ

ン

プ

の
要

領

で
押

さ

れ

た

も

の
だ

と
考

え

ら

れ

る
。

九

種

類

の
飾

り
模

様

は

、

ハ
ー

ト
型

に
似

た

ア

ラ

ベ

ス
ク
紋

様

(
以

下

、

飾

り

模

様

a
)
、

菱

形

に
似

た

ア

ラ

ベ

ス
ク

紋

様

(
同

b
)
、

唐

草

紋

様

に

似

た

ア

ラ

ベ

ス

ク
紋

様

(
同

c
)
、

ア

カ

ン

サ

ス
紋

様

に
似

た

ア
ラ

ベ

ス
ク
紋

様

(
同

d

)
、
小
十

字

架

型

(同

e
)
、

S
字

型

紋

様

(
同

f
)
、

小

S
字

型

紋

様

(
同

9
)
、

正
方

形

【エ
Q。
紋

章

(
同

h

)
、

蔓

に

よ

る
円

形

田

し。
紋

様

(
同

i
)

で

あ

る

(
図
版

及

び

表

1
参

照

)
。

こ

の
う

ち

、

飾

り
模

様

a
か

ら

9
ま

で

の
七
種

類

が

イ

エ
ズ

ス
会

の
版

本

(
キ
リ

シ
タ

ン
版

)

で

も

使

用

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で
き

た

{七
)。

一
五

八
八

年

マ

カ
オ

版

『
キ

リ

ス
ト

教

子

弟

の
教

育

』
、

一
五
九

〇
年

マ
カ

オ
版

『
遣

欧

使

節

対

話

録

』
、

一
五

九

一
年

加

津

佐

版

『
サ

ン
ト

ス

の

御

作

業

』
、

一
五
九

二
年

天

草

版

『
ド

チ
リ

ナ

・
キ

リ

シ

タ

ン
』
、

同

『
ヒ
イ

デ

ス

の
導

師

』
、

同

『
平

家

物

語

』
、

―
五

九

三

年

天

草

版

『
エ
ソ
ポ

の

ハ
ブ

ラ

ス
』
、

同

『
金

句

集

』
、

}
五
九

五

年

天

草

版

『
羅

葡

日
対

訳

辞

書

』
、

一
五
九

六

年

天

草

版

『
心

霊

修

行

』
、

一
五
九

六

年

版

『
精

神

修

養

の
提

要

』
、

一
五

九

六

年

版

『
コ

ン

テ

ン

ツ

ス

・
ム

ン
ヂ

』
、

一
五

九

八
年

版

『
落

葉

集

』
、

同

『
サ

ル
バ

ト

ル

・
ム

ン
ヂ

』
、

一
五

九

九

年
版

『
ぎ

や

ど

・へ
か

ど

る
』
、

一
六

〇
〇

年

版

『
ド

チ

リ

ナ

・
キ
リ

シ
タ

ン
』
、

同

『
倭

漢

朗

詠

集

』
、

一
六

〇

〇

年

長

崎

版

『
お

ら

し

よ

の
翻

訳

』
、

同

『
ど

ち

り

な

・
き

り

し

た

ん

』
、

一
六

〇

三

年

版

『
金

言

集

』
、

一
六

〇

三
ー

〇

四

年

長

崎

版

『
日

葡

辞

書

』
、

一
六

三

年

長

崎

版

『
ひ

で

す

の
経

』
、

刊
行

年

地

不

明

の

『
ど

ち

り

い
な

・
き

り

し

た

ん
』
、

同

『
ば

う

ち
ず

も

の
授

け

や

う
』

で

あ

る

(
表

2
参

照

)
。

ま

た

、
表

2

を

見

る

と
、

こ

の
七

種

類

の

飾

り

模

様

は

主

と

し

て

一
五

九

〇

年
代

の
版

本

に
使

わ
れ

て
お

り

、

一
六
〇

〇

年

代

に

入

る
と

あ

ま

り
使

わ

れ

な

く
な

っ
て
く

る

こ
と

が

わ

か

る
。

つ
ま
り

、

―
五

九
〇

年

代

を

通

し

て
イ

エ
ズ

ス
会

で

出
版

さ

れ

た
版

本

に
使

用

さ

れ

た
も

の
と

全

く

同

じ
型

の
飾

り
模

様
が

、

一

五

九

一
年

に
成

立

し

た

バ

レ
ト

写

本

に

も
使

わ

れ

て

い
る

と

い
う

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る
。

し

か
も

、

印
刷

機
が

日
本

に

持

ち

込
ま

れ

る

以
前

に

日
本

の
教
会

の
た

め

に

海

外

(
マ
カ
オ

)

で
印

刷

さ

れ

た

版
本

に
も

同

じ

飾

り
模

様

が

使

用

さ

れ

て

い
る
。

し

た

が

っ

て

、

こ

れ

ら

の
飾

り

模

様

の
型

は
個

人

の
所
有

物

で

は
な

く

、

イ

エ
ズ

ス
会

の

コ
レ
ジ

ヨ
付

属

で
あ

っ
た

印

刷

所

が
所

有

し

て

い
た

と

考

え

る

の
が

妥

当

で
あ

る
。

イ

エ
ズ

ス
会

の
高

等

教
育

機

関

で
あ

る

コ
レ
ジ

ヨ
は
、

戦

乱

や

キ

リ

ス
ト
教

へ
の
迫

害

を

避

け

る
た

め
に

何

度

も

移
転

を

余

儀

な

く

さ

れ

た
。

イ

エ
ズ

ス
会

の
版
本

の
出

版

地

は

、

一
五
九

一
年

は

加

津

佐

、

一
五
九

二
年

以
降

は

天
草

、

一
六

〇

〇

年

以
降

は
長

崎

、

と

移

動

し

て

い
る
。

こ
れ

は

イ

エ
ズ

ス
会

の

コ
レ
ジ

ヨ
が

一
五
九

一
年

の
五

月

か

ら
七

月

の
間

に

加
津

佐

か
ら

天

草

へ
、

}
五
九

七

鋲」
。



年

に

は
長

崎

郊

外

の
ト

ー

ド

ス

・
オ

ス

・
サ

ン
ト

ス

へ
、

一
五
九

八

年
暮

れ

か

ら
翌

九

九

年

春

に
か

け

て

は
長

崎

へ
移

設

さ

れ

た

か

ら

で
あ

り

〔八
}、

印

刷

所

も

コ

レ
ジ

ヨ

の
移

設

に

伴

っ
て
移

設

さ

れ

た

の
で
あ

る
。

イ

エ
ズ

ス
会

の
印

刷

所

の
所

有

物

で

あ

っ
た

は
ず

の
飾

り
模

様

の
型

が

、

バ

レ

ト

写
本

の
本

文

余

白

の
装
飾

の
た

め

に

使

わ

れ

て

い
る

と

い

う

こ

と

は
、

こ

の
写

本

が

、

少
な

く
と

も

【
度

は

イ

エ

ズ

ス
会

の

印

刷

所

に
持

ち

込

ま

れ

て

い
た

と

い
う

こ
と

を

示

し

て

い
る

の

で

は
な

い
か

。

可
能

性
と

し

て

は
、

写

本

は

移

動

せ

ず

に

飾

り
模

様

の
型

だ

け

が

移
動

し

た
、

と

い
う

こ
と

も

考

え

ら

れ

る
。

例

え

ば

、

坂

口

の

語

学

コ
レ
ジ

ヨ
に
飾

り
模

様

の
型

が

存

在

し

、

そ

こ

に

い
た

バ

レ

ト

が

写

本

の

た

め

に
使

用

し
た

後

、

そ

の
型

だ

け

が
加

津

佐

の
印

刷

所

に

移

さ

れ
た

、

と

い
う

可

能

性

で
あ

る
。

し

か

し
、

版

本

に

使

用

す

る

予
定

の
飾

り
模

様

の
型

が

、

坂

口

の
よ

う
な

、

印

刷

所

以

外

の
場

所

に
存

在

し

た
と

は
考

え

に
く

い
。

}
五
九

〇

年

七

月

に
ヴ

ァ
リ

ニ
ャ

―

ノ
が

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

か

ら

持

ち

込

ん
だ

活

版

印

刷

機

は

、

加

津

佐

の

コ

レ
ジ

ヨ
に

設

置

さ

れ

〔き
、

翌

九

一
年

に

は

国

内

で
印

刷

さ

れ

た

キ

リ

シ

タ

ン
版

と

し

て
は

現

存
最

古

の

『
サ

ン
ト

ス

の
御

作

業

』

が

出
版

さ

れ

て

い

る
。

版

本

の
印

刷

に

必
要

な

飾

り

模

様

の
型

も

初

め

か

ら
加

津

佐

の
印

刷

所

に

あ

っ
た

と

考

え

る

の
が
自

然

で

あ

る
。

こ
れ

は

あ

く

ま

で
推

測

の
域

を

出
な

い
が

、

バ

レ
ト

は
印

刷

所

に
非

常

に
近

い
場

所

(
お

そ
ら

く

は

コ
レ
ジ

ヨ
)

で
筆

写

作

業

を

し

つ

つ
、

時

々
、

印
刷

所

の
飾

り

模

様

の
型

を
借

り

て
使

っ
て

い

た

の
か
も

し
れ

な

い
。
あ

る

い

は
、
別

の
場

所

(
例

え

ば

、
坂

口
)

で
筆

写
作

業

を

終

え

て
か

ら
、

そ

の
原

稿

を

製
本

・
装

丁
す

る
た

め

に

印
刷

所

に
写

本

を
持

ち

込

み
、

そ

の
時

に

飾

り
模

様

を

本

文

余

白

に
押

し
た

の
か

も

し

れ
な

い
。

バ

レ
ト

写
本

に

使

わ

れ

て

い

る
飾

り

模

様

の
型

は

一

一
種

類

と

多

く

、
版

本

に

は
使

わ

れ

て

い
な

い
型

が

四

種

類

あ

る
。

印

刷

所

に
行

け
ば

、

こ

の
よ

う

に
多

く

の
種

類

の
型

を

入

手

で
き

た

こ
と

で
あ

ろ
う

。

さ

ら
に

言

う

な

ら
ば

、

写
本

に
多

く

の
銅

版

画

が
貼

り
付

け

ら

れ

て

い

る

こ
と

も

、

こ
の

写
本

と

印

刷

所

と

の
関

係

の

密

接

さ

を

裏
付

け

る
傍

証

と

な

る

で
あ

ろ
う

。

コ
レ
ジ

オ

で
印

刷

さ

れ

た

版

本

の

タ
イ

ト

ル
ペ

ー

ジ

に

は
、

イ

エ
ズ

ス
会

の
画

学
舎

で
製

作

さ

れ

た
銅

版

画

が

使

用

さ

れ

て

い

る
が

、

バ

レ
ト

写

本

中

の
銅

版

画

も

画

学
舎

で
制

作

さ

れ

た

も

の
で
あ

る
と

推

定

さ

れ

て

い

る

^
…

。

こ
れ

ら

の
銅

版

画

は

、

画

学

舎

か

ら

直

接

入

手

し

た

の

か
も

し

れ

な

い
が

、

あ

る

い
は

、

版
本

の
た

め

に

コ
レ
ジ

オ

の

印

刷

所

に

用

意

さ

れ

て

い
た

も

の

の
中

か

ら

写
本

に

ふ
さ

わ

し

い

も

の
を

選

ん

で
使

用

し
た

と

も

考

え

ら
れ

る
か

ら

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に

考

え

る
と

、

バ

レ
ト

写

本

が

文
書

集

と

し

て

「
成

立
」

し
た

場

所

は

イ

エ
ズ

ス
会

の
印

刷

所

で

あ

っ
た
、

と

い
う

こ

と

に
な

ろ

う

。

そ

れ

は

一
五
九

―
年

に

『
サ

ン
ト

ス

の
御

作

業

』

が

出
版

さ

れ

た

加
津

佐

か
、

あ

る

い

は
、

同

年

に

コ
レ
ジ

ヨ
が

移
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設
さ

れ

た

天

草

か

、

こ
の
ど

ち

ら

か

で

あ

る
。

三

コ
レ
ジ

ヨ
と
書

写

作

業

年

譜

に

記

し
た

よ

う

に

、

バ

レ
ト

の
主

な

活

動

場
所

は
イ

エ
ズ

ス
会

の

コ
レ
ジ

ヨ

で
あ

っ
た
。

一
五

九

二

年

に

天
草

の

コ
レ
ジ

ヨ

で

出

版
さ

れ
た

『
平

家

物

語
』

に

は
バ

レ
ト

自
筆

の
書

き

込

み
と

難

語

句
解

が
あ

る

こ
と

が

知

ら

れ

て

い
る

。

一
六

一
〇

年

に

は
バ

レ
ト

の
編

纂

に

よ

る

『
フ

ロ

ス
ク
リ

』

が

長

崎

の

コ
レ
ジ

ヨ

で
出

版

さ

れ

て

い

る
。

ま

た
、

出
版

年

は
不

明

で
あ

る

が
、

イ

エ
ズ

ス

会

版

『
太

平

記

抜

書

』

に

は

バ

レ
ト

に
よ

る

出

版

認

可

の
文

言

が

印
刷

さ

れ

て

い

る
。

バ

レ
ト

は

コ
レ
ジ

ヨ

の

}
ラ

テ

ン

語
教

師

に

と

ど

ま

ら
ず

、

長

年

に

わ

た

っ
て
イ

エ
ズ

ス
会

の

コ
レ
ジ

ヨ
に

お

け

る

出

版
事

業

に
深

い
関

わ

り

を
持

つ
立

場

に

い
た

の
で
あ

る
。

バ

レ
ト

写
本

も

版

本

と

深

い
関

わ

り
を

持

っ
て

い

る
。

特

に
、

写
本

所
収

の
聖

人

伝

(
=

ハ
四

オ
ー

三

六

八

オ

)
と
加

津

佐

版

『
サ

ン
ト

ス
の
御

作

業

』

に

つ

い
て

は
、

内

容

が

酷

似

し

て

い

る
だ

け

で
な

く

成

立

年

が

同

じ
だ

と

い
う

こ
と

も

あ

り
、

そ

の
関

係

が
常

に
問

題

と

さ

れ

て

き

た
。

尾

原

悟

氏

は

、

バ

レ
ト

写
本

所

収

聖

人

伝

に

お

け

る
本

文

訂

正

の
状

態

か

ら

、

バ

レ
ト
が

加

津

佐

版

『
サ

ン
ト

ス
の
御

作

業

』

を

見

て
本

文

を

訂

正

し

た

可
能

性

を

指

摘

し

て

い
る
。

尾

原
氏

が

指

摘
す

る
箇

所

は

、

バ

レ
ト

写
本

所
収

「
聖

バ

ル
ラ

ン
伝

」

の
本

文

で

あ

る

^
=

}
。

ゲ

レ

シ
ヤ

の
者

ど

も

は
昔

の
科

人
を

以

て
本

尊

と

す
。

そ

の

故

は

サ

ツ

ル
ノ

と

い

へ
る

者

は
わ

が

子

を

裂

き
食

ら
ふ

、

そ

の
上

に

(
°・o
コ
o

ξ
①
三
)

玉

茎

を

切

っ
て
海

へ
投

げ

入

れ

し

か

ば

即

ち

女

体

と

変

じ

た

る

を

ベ

ヌ

ス
と

い
ふ

本

尊

に

用

ゆ
。

そ

の
子
な

る
ジ

ュ
ピ

テ

ル

を
ば

手

足

を

搦

め

て
地

獄

へ

落

と

す

と

な

り
。

こ

の
ジ

ュ
ピ

テ

ル
を

こ

の
世

界

に
諸

本

尊

の

司

と
す

。(
「
バ

レ
ト

写
本

」

三

五

一
ウ

、

聖

バ

ル
ラ

ン
伝

)

バ

レ

ト

写

本

の

こ

の
箇

所

は

、

初

め

は

ω9
6

署

k
o三

と

書

い

て

あ

っ
た

が

、

8
コ
。
の

後

の

冥
を

ペ

ン

書

き

で

抹

消

し

、

の。
コ
o
蔓

①
三

と

し

て

い

る

。

加
津

佐

版

『
サ

ン
ト

ス
の
御

作

業
』

所
収

の
同

話

で
は
、

該

当

箇

所

は

ωo
口
o
<
閤

巳

と
な

っ
て

い
る
。

ゲ

レ

シ

ヤ

の
国

の
者

ど
も

は

昔

の
科

人
を

以

て
本

尊

と
す

。

そ

の
故

は

、

サ

ツ

ル
ノ
と

い

へ
る
者

は
わ

が

子

を

裂

き

食

ら

ふ
。

そ

の
上

に

(q・
o
=
o

藁
o

コ
じ

玉

茎

を

切

っ
て
海

へ
投
げ

入

れ

し
か

ば

、

即
ち

女

体

と
変

じ

た

る
を

ベ

ヌ

ス
と

名

付

け

て
本

尊

と

用

ゆ
。

そ

の

子
な

る
ジ

ユ
ピ

テ

ル
を

ば

手

足

を

搦

め

て

地
獄

へ
落

と

す

と
な

り
。

こ

の
ジ

ュ
ピ

テ

ル
を

こ

の
世

界

に
諸

本

尊

の
司
と

す

。

(
『
サ

ン
ト

ス

の
御

作

業

』

二
六

七

頁

「
貴

き

コ

ン

ヘ
ソ

レ

ス

サ

ン

・
バ

ル
ラ

ン
と
、

サ

ン

・
ジ

ョ
ザ
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ハ

ッ

の

御

作

業

」
)
二
三

尾

原

氏

も

指

摘

す

る

と

お

り

、

文

脈

か

ら

判

断

す

れ

ば

、

こ

の

箇

所

は

-゚
o
コ
o

憂

〇
三

で

は

な

く

り・o
コ
o

葦

誘

三

と

あ

る

べ

き

と

こ

ろ

で

あ

る

。
文

脈

か

ら
判

断

す

れ

ば

「
そ

の
故

に

」

の
方

が

適

切

に

思

わ

れ

る

の

に
、

な

ぜ

「
そ

の
上

に
」

に

訂

正

し

た

の
か

。

活
字

本

が

・゚o
コ
o
藁
〇
三

(
そ

の
上

に
)

と

あ

る

の
で
、

バ

レ
ト

は

最

初

的
9
6
葦
罵
三

と
書

い
た

の

に
、

後

に

で

き
あ

が

っ
た

活

字

本

を

見

て

訂
正

し
た

と

も

考

え

ら

れ

、

バ

レ
ト

の
写

本

が

活
字

本

か

ら

の
転

写

で

は
な

い
と

推

定

で
き

る
。

し
か

し

、

す

べ

て

の
本

文

の
異

同
が

こ

れ

に
あ

て
は

ま

る
わ

け

で

は
な

、

O

(
=
―;

レ

確

か

に

、

写

本

の
訂

正
前

の
本

文

の
方

が

適

切

で
あ

っ
た

の

に
そ

れ

が

「
誤

っ
て

」

訂

正

さ

れ

た

の

は
、

バ

レ
ト

が

版

本

の
本

文

を

見

て

い
た

か

ら

で

あ

ろ
う

と

考

え

ら

れ

る
。

も

ち

ろ

ん

、

こ

の
よ

う

な

訂

正

は
、

写
本

が

完

成

し

た
後

で
行

わ

れ

た

と

も

考

え

ら

れ

る
。

し

か

し
、

写
本

の
完

成

前

に
版

本

を

見

て
本

文

を

訂

正

し

た

と

い
う

可

能

性

も
、

完

全

に
否

定
す

る

こ

と

は

で
き

な

い
。

い
ず

れ

の
場

合

に

せ

よ
、

こ
れ

は
バ

レ
ト

写
本

と

コ
レ
ジ

ヨ

の
関

係

を

示

す

傍

証

と
な

る
。

コ
レ
ジ

ヨ
内

で

あ

れ

ば

、
加

津

佐

の

コ
レ
ジ

ヨ
で

印

刷
さ

れ
た

『
サ

ン
ト

ス

の
御

作

業

』

を

見

て

写
本

の
訂

正

を

行

う

の
は

、

そ

う
難

し

い

こ
と

で
も

な

か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

な

お
、

写

本

本

文

に

は

訂
正

以

外

に

も
、

バ

レ

ト

に
よ

る

多

く

の
書

き

込

み
が

あ

る

が
、

ペ
ー

ジ

の

の
ど

に

近

い
箇

所

に
も

小

さ

く

き

れ

い
な

文

字

で
丹

念

に
書

か
れ

て

い
る

。
製

本
さ

れ
た

状

態

の
バ

レ
ト

写

本

は
、

そ

の
大

き

さ

の
割

に

か

な

り

厚

く

二
巴
、

写

本

の
中
央

よ
り

の
ペ

ー
ジ

ほ
ど

、

の
ど

の
部

分

が

開

き

に
く

く
な

る
。

実
際

に
写

本

を

開

い
て

み

る
と

、

の
ど

に

近

い
紙

面
部

分

に

こ

の
よ

う
な

小
さ

く

き

れ

い
な

文
字

を

書

く

の
は

難

し

い

の
で

は

な

い
か

と

思
わ

れ

る
状

態

な

の
で
あ

る
。

バ

レ
ト

が

版

本

を

見

て

行

っ
た

か

も

し

れ
な

い
本

文

へ
の

訂

正

の
う

ち

、

写

本

が

印

刷
所

で
製

本

さ

れ

る
前

に
書

き

込

ま

れ

た

も

の
も

い
く

つ
か

あ

る

の
で

は
な

か

ろ

う

か
。

と

こ
ろ

で
、

一
五
九

〇

年

当

時

の
バ

レ

ト

の
所

在

地

を

、

語

学

コ
レ
ジ

ヨ
が

あ

っ
た

坂

口

(
あ

る

い
は
宝

性

寺

)
と

す

る

根

拠

は

、

前

掲

の

ル

セ
ナ

の
記
録

だ

け

で
あ

る
。

シ

ュ
ッ
テ
氏

は
、

バ

レ
ト

が
坂

口

に
派

遣

さ

れ

た

こ
と

は

「
明

ら

か

で
あ

る
」

と

す

る
が

、

一
五

九
〇

年

当

時

の
記
録

に
バ

レ
ト

の
名

が

記

さ

れ

て

い
な

い
以

上
、

そ
れ

は
あ

く

ま

で
も

一
つ
の
仮

説

に

す
ぎ

な

い
。

前

章

で
指

摘

し

た
と

お
り

、

写

本
が

文

書

集

と

し

て

一
五

九

―
年

に
完

成

し

た

の
が

コ
レ
ジ

ヨ
付

属

の
印

刷

所

で
あ

っ
た

こ
と

は

ま
ず

間

違

い

な

い
。

ま

た

、

写

本

を
作

っ
た

バ

レ
ト

本

人

が

コ
レ
ジ

ヨ
や

印

刷

所

と

の
深

い
関

わ

り

を
持

っ
て

い

る
と

い
う

点

を
考

慮

に

入
れ

る

と

、

彼
が

写
本

の
筆

写

作

業

そ

の
も

の
も

コ
レ
ジ

ヨ
内

で
行

っ
て

い
た

と

い
う

推

測

も

、

十

分

に
成

り

立

ち

得

る

で
あ

ろ

う

。
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余

自

の
装

飾

に

使

用
さ

れ
た

飾

り

模

様

の
型
が

、

印

刷

所

に
あ

っ
た

も

の

で
あ

る

と

い
う

こ
と

も

、
写
本

の
完

成

だ

け

で

は
な

く

、

書

写

作
業

自

体

が

コ
レ
ジ

ヨ
付

近

で
行

わ

れ

た

可
能

性

を

示

し

て

い
る
。

バ

レ
ト
が

印

刷

所

か

ら
離

れ

た

場

所

で

原

稿
を

写
し

て

い

た

の
で
あ

れ

ば

、

彼

は
余

白

の
装

飾

の
た

め

に
わ

ざ

わ

ざ

印

刷

所

ま

で

出

か
け

て

い

っ
た

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

飾

り
模

様

の
型

が

入

手

し

に
く

い
環

境

で
写

本
を

筆

写

し

た

の
な

ら
ば

、

余

白

の
装

飾

も

手

書

き

で
良

か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

そ

れ
な

の

に
あ

え

て
版

本

用

の
型

を
使

っ
た

と

い
う

の

は
、

そ

れ

な

り

の
理
由

が

あ

っ
た

と
考

ら

れ

る
。

や

は

り
、

彼

は
飾

り

模

様

の
型

を
利

用

し
や

す

い

環
境

に
あ

っ
た

と
考

え

る

べ
き

で
あ

ろ

う
。

バ

レ

ト
が

(
初

め

か

ら

に

せ

よ
途

中

か

ら

に

せ

よ
)

コ
レ
ジ

ヨ

で
写

本

を
作

っ
て

い
た

の
で
あ

れ

ば

、

そ

の
仕
上

げ

に
印

刷

所

の
飾

り
模

様

の
型

を

使

う

と

い
う

の
は

、
ご

く
自

然

な

流

れ

で
あ

る

と

思
わ

れ

る
。
た

だ

し

、

こ
れ

は
書

写

作

業

の

「開

始

」

が

コ
レ
ジ

ヨ
以

外

の
場

所

で
あ

っ

た

可
能

性

を

否

定
す

る
も

の

で
は

な

い
。

こ

の
よ

う

に

考

え

る

と

、

バ

レ
ト

が

写

本

の
書

写
作

業

を

行

っ

て

い
た

可

能

性

が

あ

る
場

所
と

し

て
、

語

学

コ
レ
ジ

ヨ
の
あ

っ
た

坂

口

(
あ

る

い
は

]
時

移

転

し
た

宝

性

寺

)

の
他

に
、

一
五

九

〇

年

当

時

コ
レ
ジ

ヨ
が

あ

っ
た
加

津

佐

、

一
五

九

―
年

に

コ
レ
ジ

ヨ

が

移

設

さ

れ

た
ば

か

り

の
天

草

を

挙
げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

一
五
九

〇

年

八

月

に
、

ヴ

ァ
リ

ニ
ャ
ー

ノ
は
宣

教

師

た
ち

を

召

集

し
、

加

津

佐

で
宣

教

会

議

を

開

い
て

い

る
。

一
五

九

〇

年
七

月

ヴ

ァ
リ

ニ
ヤ
ー

ノ
師

は

再

度

日
本

に
上

陸

し
た

。

(
…

中

略

・-
)

来

朝

早

々
、

即

ち

九

〇

年

八

月

副

管

区
長

を

初

め
、

コ
レ

ヒ
オ

、

レ
ジ

デ

ン

シ
ヤ

の
院

長
等

二
十

余

名

の
外

来

神

父

及
び

後

に
書

物

の
編

纂

に

も

関

与

し

た
学

識

あ

り

、

信
仰

歴

も

古

い
日
本

人
神

弟

ロ
―

レ

ン

ソ
、

フ

ァ

ビ

ア

ン
、

コ

ス
メ

・
高

井

(剛「'

い
o
「①需
ρ

剛「。

「
四
三
p
コ
リ

】「°

O
o
ωヨ
o

↓
巽
巴

等

十

名

の
日

本

人

を

加

え

加

津

佐

に

召

集

し
、

第

二
回
協

議
会

を

開

催

し

て
当

面

の
諸

問

題

を
協

議

検

討

し

た
。

こ

の
協

議
会

議

事

録

の
第

十

二
間

の
項

は

印
刷

の
事

に
ふ

れ

(
…
中

略

…

)
、

そ

れ

に

対

し

て

巡

察
使

は

同

年

十

一
月

五

日
付

け

で
次

の
よ
う

に

「
協

議
会

で
印

刷

す

べ

き

と
推

薦

し
た

辞

書

、
書

物

は

全
部

熱

心

に
す

す

め

て
行

く

で
あ

ろ

う
。

そ

し

て
神

の
加

護

に
よ

っ
て
、

ヨ
―

ロ

ッ
パ

及

び

日

本

人
学

徒

の
た

め

又
信

者

全

員

の
た

め

、

一
層

役

に
立

つ
種

々
な

る

書

物

が

印

刷
さ

れ

る

で
あ

ろ

う
。

既

に

こ

こ
に

は

印
刷

器
が

あ

る
か

ら

…

…
」

と

裁

決

し

て

い

る
。
二
五
冒

残
念

な

が

ら

、

バ

レ
ト
が

こ

の
会

議

に
参

加

し

て

い
た

と

い
う

記

録

は
な

い
。

し

か

し
、

バ

レ
ト

は

ヴ

ア
リ

ニ
ャ
ー

ノ
と

共

に

来

日

し

た
宣

教

師

の

一
員

で
あ

り
、

後

に

イ

エ
ズ

ス
会

の
印

刷

事

業

に

深

く

関
わ

る

こ
と

に

な

る

人
物

で
あ

る
。

出
版

に
関

す

る

重

要
な

案
件

が
議

題

と

な

っ
た

こ

の
会

議

の
内

容

は
、

バ

レ
ト

に

と

っ
て

も
無

関
係

で
は

な

か

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

彼
自

身

が

直

接

こ

の
会
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議

に
参

加

し

て
は

い
な

く

て

も
、

あ

る

い
は

会

議

に
参

加

し
た

宣

教

師

の
随

伴

と

し

て
加

津

佐

に

来

て

い
た

か

も

し

れ
な

い
。

コ
レ

ジ

ヨ

の
印
刷

所

に

は
、

版

本

の
た

め

の

原
稿

が

準

備

さ

れ

て

い
た

こ
と

で
あ

ろ

う
。

そ
れ

ら

の
原

稿

を
書

写

し
た

の
が

バ

レ
ト

写
本

で
あ

る

と

い

う
可

能

性

も

十

分
考

え
ら

れ

る
。

天

草

コ
レ
ジ

ヨ
の

一
五

九

二
年

の
目

録

に

は
、

バ

レ
ト

の
名

が

記

さ

れ

て

い

る
。

一
五
九

一
年

の

コ
レ
ジ

ヨ
の
移

設

と

同
時

に
、

彼

も

天

草

コ
レ
ジ

ヨ

へ
赴

任

し

て

い
た

と

い

う
推

測

が

成

り

立
ち

得

る
。

た
だ

し
、

コ
レ
ジ

ヨ
が

天

草

へ
移
転

し
た

の
は

一
五

九

一

年

の
五

月

か

ら

七

月

の

問

で
あ

る
。

バ

レ
ト

は

一
五
九

一
年

内

に

写

本

を

完
成

さ

せ

た

は
ず

だ

が

、

天
草

に

赴

任

し

て
間

も

な

く

作

業

を

始

め

た

と

し

て

も

、
残

り
わ

ず

か

半

年

で
こ

の
大

部

な

写

本

を

書

写

し

終

え

る

こ
と

が

で

き
た

と

は

考

え

に

く

い
。

写
本

は

バ

レ
ト

が

天

草

に

赴

任

す

る

以
前

か

ら
書

写

さ

れ

始

め

て

い
た

と

考

え

た

方

が

よ

い
。

し
た

が

っ
て
、

バ

レ
ト

が

写

本

の
書

写
作

業

を

始

め

た

の

は
坂

口

(ま

た

は
宝

性

寺

)

か
加

津
佐

、

こ

の
ど

ち

ら

か

の
可
能

性

が

高

い

こ
と

に
な

る

。

そ

し

て

、

写

本
が

製

本

さ

れ

て
完

成

し

た

の

は
、

加

津

佐

か

天

草

の
ど
ち

ら

か
、

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

お
わ

り

に

マ

ノ

エ

ル

・
バ

レ

ト

を

伴

っ

て

来

日

し

た

ヴ

ァ

リ

ニ

ャ

ー

ノ

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
印

刷

機

を

日
本

に
導

入

し

た

こ
と

で
特

に
知

ら
れ

て

い
る
。

バ

レ
ト

は

、

日

本

に

お
け

る
イ

エ
ズ

ス
会

の
出

版

事

業

計

画

の

一
環
と

し

て
、

キ

リ

シ

タ

ン
版

の
印

刷
事

業

で
大

き

な

役

割

を

担

う

べ
く

来

日

し
た

人

物

だ

っ
た

の

で

は
な

い
か
。

も

し

そ
う

で
あ

れ
ば

、

従

来

「
日

本

語
学

習

の
た

め

」

に

作

ら

れ
た

と

言
わ

れ

て
き

た

バ

レ
ト

写

本

成

立

の
意
義

に

つ
い

て
も

、

少

々

考

え

を
改

め

ね

ば

な

る
ま

い
。

も

ち

ろ

ん
、

バ

レ
ト

自

身

の
手

に

よ

る
多

く

の
書

き

込

み

や

語
注

の
存

在

か

ら

も
、

彼

が

こ

の
写

本

を

日

本

語
学

習

の
た

め

に
大

い

に
活

用

し

た

で

あ

ろ

う
事

は
ま

ず

間

違

い
な

い
。

し
か

し

、
単

な

る

「
練

習

だ

け

」

の
た

め

に
筆

写

作

業

を
始

め
た

の

で
も

な

か

ろ
う

。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

か

ら

印

刷

機
が

日
本

に
持

ち

込

ま
れ

る
ま

で
は
、

イ

エ
ズ

ス
会

の
書

物

は

写

本

が

普

通

だ

っ
た

の

で
あ

る
。

こ
れ

ま

で
は
、

キ
リ

シ
タ

ン

の

「
出
版

物

」

と

い
え

ば

、

文
字

通

り
活

版

印
刷

機

に

よ

る
版

本

だ

け

を
指

し

て

い
た

。

だ

が

、

バ

レ

ト
本

人

と

出

版
事

業

と

の
密

接

な

関

わ

り
、

そ

し

て
バ

レ
ト

写

本
と

印

刷

所

と

の
深

い
関

係

が

推

測

さ

れ

る

以

上
、

こ

の
写

本

は

一
個

人

の
私

的

な

写
本

で

は
な

く

、

イ

エ
ズ

ス
会

の
、

広

い
意

味

で

の

出
版

事

業

の

一
環
と

し

て
作

ら

れ

た

書

物

と

し

て

の
位

置

付

け

が
な

さ

れ

る

べ
き

で
あ

ろ

う

。

〈注

〉

(
こ

テ

キ

ス
ト

と

し

て
、

木

田
章

義
氏

所
蔵

の

マ
イ

ク

ロ
フ
ィ

ル
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ム
を
借

覧

し
た
。

図

版

の
引
用

も

こ
れ

に
よ

る
。

以
下
、

日
本

語

に
よ

る
本

文

は
私

に
翻
字

を

示
し
、

必

要
に
応

じ

て
括
弧

内

に
原

文

を

示
す
。

(
二
)

詳
細

は

』噛
男

シ

ユ
ッ
テ

「ヴ

ァ
チ

カ

ン
図

書
館

所
蔵
バ

レ
ト

写
本

に

つ
い

て
」
『
キ

リ

シ
タ

ン
研

究

』
第

七

輯

(
吉

川

弘
文

館

「
九

六

二
)
を

参

照

さ

れ

た

い

。
な

お

、
こ

の

論

文

は

』o
器
9

「
「雪
N

Q。
o;

ぎ

の
゜

』°

"

Ω
≒
互
=
9

0

冒
9
三
。・冨

r
膏

「mε
『Ψ

しσ
一三
〇
「

=
邑

O
≡
Oズ
⊆
9
齢O
「

ヨ

0ぎ
O
ヨ

=
コ
σ
0ズ
四
コ
コ
8
=

<
2
署
自D三
・゚O
プ
Oコ

∩
〇
二
①×

翌

.゚

二
〇
∋

』接
「〇
一い
O
ご

〉
「0
7
一≦
善

≡
■■δ
ユ
o
≡
ゴ

o。
0
9
①翼

ア

δ
ωF

〈
2
」
×
こ

這
轟
ρ

暑

゜
認

ひ
l
P
°。9

の

ー
、

H

、

W

章

を

日

本

語

訳

し

た

も

の

で

あ

る

。

(
三

)

片

岡

弥

吉

「
イ

エ
ズ

ス
会

教

育

機

関

の

移

動

と

遺

跡

」

『
キ

リ

シ
タ

ン

研

究

』

第

十

一
輯

(吉

川

弘

文

館

―
九

六

六

)
。

(
四

〉

』
°
劉

シ

ュ

ッ

テ

編

『
大

村

キ

リ

シ

タ

ン
史

―

ア

フ

オ

ン

ソ

・

デ

・
ル

セ

ナ

の

回

想

録

』
(キ

リ

シ

タ

ン

文

化

研

究

会

一
九

七

五

)
。

(
五

V

シ

ュ

ッ
テ

前

掲

論

文

。

傍

点

は

原

文

の
ま

ま

。

(
六

)

福

島

邦

道

『
続

キ

リ

シ

タ

ン
資

料

と

国

語

研

究

』

(
笠

間

書

院

―
九

八

三

V

―
二

一
ー

一
二

二

頁

。

(
七

)

現

存

不

明

の

資

料

な

ど

、

筆

者

が

確

認

で

き

な

か

っ
た

も

の

に

つ
い

て

は

、

天

理

図

書

館

編

『
富

永

先

生

古

稀

記

念

き

り

し

た

ん

版

の

研

究

』

(
天

理

大

学

出

版

部

一
九

七

三

)

一

―
八

ー

一

一
九

頁

の

図

版

と

一
二

四
―

―
二

五

頁

の

表

に

よ

る
。

(
八

)

片

岡

前

掲

論

文

。

(九

)
新

井
ト

シ

「
巡
察

使
ヴ

ァ
リ

ニ
ャ
ー

ノ
師

と
き

り
し

た
ん
版

の
出
版

」
『
富
永

先
生

古
稀

記
念

き

り

し
た
ん

版

の
研
究
』

(
天

理
大
学

出
版
部

一
九

七
三
)
。

(
一
〇
)

シ

ュ
ッ
テ
前
掲

論
文

。
な

お
、

画
学

禽

は

一
五
九

二
年

に

は
志
岐

に
あ

っ
た
と
さ

れ

て

い
る
が
、

そ
れ

以
前

の
所
在

地

は

不

明

で
あ

る
。

し

か

し
、
菅

野
陽

氏
が

指
摘

す

る

よ
う

に

(
『
日
本

銅

版

画

の
研

究

近

世
』

美

術

出
版

社

一
九

七

四
)
、
版

本

を
作

る
印

刷
所

と
銅

版
画

を
作

る
画

学
舎

と

は
連

絡

を
取

り
合

っ
て
作

業

を
進

め

て
い
た
と
考

え

ら
れ
る
。

(
一

一
)

尾
原

悟

「
(
解

説

・
解

題
)

サ

ン
ト

ス
の
こ

作
業

に

つ
い

て

」
『
サ

ン
ト

ス
の
こ
作

業

』

(
教

文
館

}
九
九

六

)
。

尾
原

氏

も

頭
注

で
指
摘

す
る
と

お
り
、

こ
の
本
文

に
は
誤
解

が
あ

る
。

ギ
リ

シ
ア

・
ロ
ー

マ
神
話

に

よ
れ
ば

、

天
空

神
ウ

ラ

ノ

ス
は
、

そ

の
子

を
忌

み
嫌

っ
て
地

の
底

に
押

し

込
め

た
。

そ

の
た
め
、

そ

の
末

子

ク

ロ
ノ

ス

(
サ
ト

ゥ
ル
ノ

ス
、

つ
ま

り
サ

ツ

ル
ノ
)

に
復

讐

さ

れ
、

生
殖

器
を

切

り
取
ら

れ

た
。

こ
の
生
殖

器

は
海

に
放

り

込
ま

れ
、

そ

の
ま
わ

り
に

生
じ

た
泡

か
ら

ア

フ

ロ
デ

ィ
テ

(ウ

ェ

ヌ
ス
、

つ
ま

り
ベ

ヌ

ス
)

が
誕

生

し
た
。

ク

ロ
ノ

ス
は
我
が

子

に

よ

っ
て
統

治
権

を
奪

わ
れ

る
と

い
う

予

言
を

恐
れ

て
、

生
ま

れ

て

く

る
子
を

次

々
と
飲

み

込
ん
だ
。

唯

一
難

を
免

れ

た
末

子
ゼ

ウ

ス

(
ユ
ピ

テ

ル
、

つ
ま

り

ジ

ユ
ピ

テ

ル

)

は

一
計

を

案

じ
、

ク

ロ

ノ

ス
が

飲

み

込

ん

だ

兄

弟

姉

妹

た

ち

を

吐

き

出

さ

せ

る

こ

と

に
成

功

し

、

以

後

、

天

界

を

統

治

す

る

こ

と

に

な

っ
た

。
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バ

レ
ト

写
本

と
版
本

の
本

文

の
内

容

は
、

ウ

ラ
ノ

ス

・
ク

ロ
ノ

ス

父

子

の
話

と

ク

ロ

ノ

ス

・
ゼ

ウ

ス

父

子

の
話

が

混

合

し

て

い

る
。

該
当

箇
所

は

「
サ

ツ

ル
ノ
は

我
が

子

を
飲

み
込

ん
だ
、

そ
れ

ゆ
え

に
、

サ

ツ

ル
ノ

(
正
し

く

は
ウ

ラ

ノ

ス
)

の
生
殖

器

を
切

っ

た
」

と
解
釈

で
き

る
。

(
一
二
)

こ
の
箇

所

に

つ
い
て

は
、

ボ

ー
ド

レ
イ

ア

ン
文
庫
本

と

マ

ル
チ

ア
ナ

図
書

館
本

と

の
間

に
異

同

は
な

い
。
ボ

ー

ド

レ
イ

ア
ン

文
庫

本
は

エ
゜

チ

ー

ス
リ

ク

・
福
島
邦

道

・
三
橋

健
解

説

『
サ

ン

ト

ス

の
御

作
業

』

(
勉

誠

社

一
九

七

六
)

の
影

印
、

マ
ル
チ

ア
ナ

図
書

館
本

は

マ
イ

ク

ロ
フ
イ

ル
ム

で
確
認

し
た
。

な

お
、

私

に
翻

字

を

示
し
、

括
弧
内

に

原
文
を

引
用

し
た
。

(
=

二
)
尾

原
前
掲

書
。

(
一
四
)

バ

レ
ト

写
本

の
表

紙

の
大

き

さ

は
縦

―
七

・
○

セ

ン
チ

×

横

=

一
二
ニ
セ

ン
チ
。

本
文

に
使

用

さ
れ

て
い
る
紙

の
大

き
さ

は

縦

一
六

・
ニ

セ

ン
チ

×
横

一
二

・
三

セ

ン
チ
。

表
紙

を
含

ん

だ
厚

さ

は
四

・
O
i

四

・
五
セ

ン
チ
、

表

紙

を
除

く
中
身

だ

け

の
厚
さ

は
三

・
二
―

三

・
八

セ

ン
チ
。
な

お
、
詳

し

い
書
誌

に

つ
い
て
は
、

シ

ユ
ッ
テ
前
掲

論

文
、

お

よ
び
、

平

成

一
〇

年
度
-

一
四
年
度

文

部
省

科
学

研

究
費

特
定

領
域

研
究

「
古
典

学

の
再

構
築

」

ニ

ュ
―

ズ

レ
タ

i

『
古
典

学

の
再
構

築
』

第

九

号

(
二
〇

〇

一
・
七

)
掲

載

の
拙
稿

「ヴ

ァ
チ

カ

ン
図
書

館
所

蔵

「
バ

レ
ト

写
本

」

の
基
礎

的
研

究
」

を
参

照
さ

れ
た

い
。

(
一
五
)
新

井
前

掲

論

文
。

シ

ュ
ッ
テ
前

掲
書

の

「
解
説

」

に
も

同

様

の
記
述

が
あ

る
。

図版 ・バ レ ト写本 に使われてい る飾 り模様

(
か
わ
ぐ

ち

あ

つ
こ

・
博
士

後
期

諜
程

)

撫無
灘
麟

鰭

 
a

d
C

1灘懇灘繋難
一32
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 鱒
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編
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(表1)バ レ ト写 本 に お け る飾 り模 様 の使 用

丁数

前付4オ

3ウ

47ウ

60オ

100ウ

isoオ

163オ

168オ

173オ

178オ

181ウ

184ウ

189オ

193ウ

199オ

208オ

215ウ

a

O

0

0

O

0

0

0

b

0

0

0

0

C

O

0

0

0

0

0

0

d

0

0

0

O

e

0

f S

0

h

0

0

0

0

・
- 丁数

224ウ

226オ

228ウ

262ウ

275bウ

289aオ

291オ

293オ

298オ

300ウ

305オ

322オ

331ウ

359ウ

364オ

381ウ

382オ

a

0

0

0

0

0

0

b

0

0

0

C

O

0

0

0

0

0

0

0

d e

O

0

0

0

f

0

g h
・
1

0

0

*275 、289丁 は 丁付 け に重 複 が あ る。aは 重複 の うちの1枚 目、bは2枚 目 を示 す 。
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(表2)キ リシ タ ン版 に使 用 され て い る 飾 り模 様

1588原 マ ル チ ノの 演 説

1588キ リス ト教 子 弟 の 教 育

1590遣 欧 使 節 対 話 録

1591サ ン トス の御 作業

1592ド チ リナ ・キ リ シ タ ン

1592ヒ イ デ ス の導 師

1592平 家 物 語

1593エ ソポ の ハ ブ ラ ス

1593金 句集

1594ラ テ ン文 典

1595羅 葡 日対 訳 辞 書

1596心 霊 修 行

1596精 神 修 養 の 提 要

1596コ ン テ ン ツ ス ・ム ン ヂ

1598落 葉 集

1598サ ル バ トル ・ム ン ヂ

1599ぎ や どべ か どる

1600ド チ リナ ・キ リ シ タ ン

1600倭 漢 朗 詠 集

1600お ら しよ の翻 訳

1600ど ち りな ・き り した ん

1603金 言 集

1603―04日 葡 辞 書

1604-08日 本 大 文 典

1605サ カ ラメ ン タ提 要

1607ス ピ リツ ア ル 修 行

1610フ ロス ク リ(聖 教 精 華)

1610こ ん て む つ す ・む ん地

1611ひ で す の 経

1620日 本 小 文 典

(刊 年 不 明)ど ち りい な ・き り した ん

(刊年不明)ば うちず もの授けや う

(刊年不明)太 平記抜書

出版地

ゴア

マ カオ

マ カ オ

加津佐

天草

天草

天草

天草

天草

天草

天草

天草

日本 コ レジ ヨ

日本 コ レ ジ ヨ

日本 コ レジ ヨ

日本 コ レジ ョ

日本 コ レ ジ ヨ

日本 コ レジ ヨ

日本 コ レジ ヨ

長崎

長崎

日本 コ レジ ヨ

長崎

長崎

長崎

長崎

長崎

京都

長崎

マ カ オ

(不明)

(不 明)

(不 明)

a

0

0

0

0

0

0

0

0

b

0

O

0

0

0

C

0

0

O

0

0

0

0

0

d

0

O

0

0

0

0

e

0

0

0

0

0

0

O

f

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

s

0

0

0

O

0

0

0

h

*『 き り した ん版 の研 究 』(天 理 大 学 出版 部1973)の 図版 と表 に よ る
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